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１．はじめに 

 新幹線の橋りょうにおいて，共振に伴う桁のたわみ

が確認された．この橋りょうは，複線4主桁PRC単純T桁

で，支間長29.2mである．図1に橋りょうの一般図を示

す．この橋りょう付近には，同じ構造のものが24橋あ

るが，共振に伴うたわみが確認されているのは，その

うち5橋のみである． 

 共振が発生している橋りょうを対象に，その発生原

因について検討を行ったので報告する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．固有振動数の理論値 

桁の固有振動数の理論値は，ベルヌーイ・オイラー

梁の弾性理論式により求められる． 
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ここに，n：桁の固有振動数(Hz) 

EI：桁の曲げ剛性(kN･m2) 

g：重力加速度(m/sec2) 

D1：単位長さあたりの固定死荷重(kN/m) 

D2：単位長さあたりの付加死荷重(kN/m) 

式 1 より，共振している橋りょうに付加荷重(D2)とし

て保守用車(重量 31t)を載荷した時の値は 2.9Hzとなる． 

 

３．衝撃応答試験による桁の固有振動数 

衝撃応答試験により，保守用車を載荷した状態と載

荷しない状態の固有振動数を測定した．試験状況を図 2

に示す．保守用車を下り線のスパン中央に配置した時

の固有振動数は 2.7Hzであり，理論値とは 0.2Hzの差が

あった．また，配置しない時の値は 3.0Hzであった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．加振振動数から推定する桁の固有振動数 

 列車走行時の強制振動による桁の卓越振動数は，列

車による加振振動数と考えられる．そのため，卓越振

動数 f は，車軸の間隔ある軸距を L(m)，列車速度を

v(km)とおくと，式 2で求めることができる． 

ｆ = v / 3.6L           (式 2) 

 図 3 に列車通過時のたわみ量と列車速度の関係を示

した．たわみ量は列車速度が 230km/h 程度でピークと

なる．この速度の卓越振動数は式 2から 2.6Hzとなり，

列車走行時の桁の固有振動数は 2.6Hzと推定される． 
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図 1 橋りょう一般図 
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図 2 試験状況 
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図 3 列車速度とたわみ量 
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